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本論文の目的は、戦後の都市下層とりわけ大阪における都市部落の人々が、いかなる生存保障
システムのなかで、いかにして生存維持してきたのかを明らかにすることを通じて、現代の福
祉政策における諸課題と展望について、ローカルな磁場形成の歴史という視角から明らかにす
ることである。方法としては、大正期から 1970 年代における大阪市内の被差別部落、とりわ
け、筆者がフィールドワークを実施してきた大阪住吉というローカルな地域に戦略的に限定し
つつ、そこにおいて駆動してきた政治的-地政学的な力学の歴史について、文献と資料分析を
通じて明示する。結果大阪住吉というローカルな視角から次の点が明らかになった。第一に、
感化救済事業期における大阪の施策は、人間関係を重視した施策が展開された。こうしたなか、
大阪住吉の人びとの生活状態は、人びとの自助的な努力だけでは改善することができないほど
劣悪な状態であったこと、第二に、大阪住吉の人びとの乳児死亡率（生活状態をあらわす一指
標）を低減させた要因として、地方改良からの融和団体の活動と地区整理事業、大阪特有の貸
付制度の展開、戦時動員体制における国家主導の政策的介入の影響があったが、結果として、
大阪住吉における生存保障システムは、人びとを戦争へといざなう装置となっていったこと、
第三に、こうした戦前の生存保障システムは戦後の「55 年体制」のもとで復活していった。
大阪住吉においては 1960 年代前半に戦前からの地域支配体制が顕在化した事件が生じ、部落
の人びとは町内会による分配システムから脱却し、同促協による分配システムによって生存保
障がおこなわれるようになった。1960 年代後半には同和事業促進協議会（戦前の経済更生会）
が人びとの生存保障システムとしてひろく定着する契機となった「天野事件」が起こり、結果
的に解放同盟と同促協とが結びついた地域支配体制ができあがっていった。こうした体制のも
と、1970 年代には経済成長を背景とする同促協方式による「まちづくり」が展開された。こ
のまちづくりは、人びとに社会関係だけで生存していけるかのような錯覚をあたえるものであ
った。いわば生存にかんする事柄について考えなくてもよいとする生存保障システムが定着し
展開されてきたのである。本論文では、主として、大正期から 1970 年代へとつながる人びと
の生存保障システムの帰結としての大阪住吉のまちづくりがどのような歴史的経緯を辿って
生れたのかを、ローカルな人びとの生存という視角から明らかにした。 
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A purpose of this study is to clarify what kind of survival security system the people of the urban 
buraku in Osaka have used to maintain their existence until the present day. Focusing on the buraku 
in Osaka's Sumiyoshi district from the Taisho era period to the 1970s, the paper is based on the 
author's long-term field work in the area and on the literature and documents related to the buraku. 
In Japan, few studies have treated the survival security system of the people of the buraku. The 
survival security system of the people of the buraku has been a political problem, because there has 
been a taboo on the subject. Therefore, this study attempts to, first, understand the political problem 
and, then, analyze the survival security system. The research clarified the following points. Primarily, 
the living conditions of the people of Sumiyoshi were in such an inferior state that they were unable 
to improve their living conditions through their own efforts alone. Second, the factors that improved 
the people's living conditions were the activities of an Osaka special association and the 
development of a loan system. Third, the national government intervened in the lives of the people 
through the mobilization system during wartime. The result was that the survival security system in 
Sumiyoshi became a device for mobilizing the people for war. After the war, the prewar survival 
security system was brought back by the political system created by the Liberal Democratic Party in 
1955. This study seeks to clarify the essence of the politics of the Liberal Democratic Party through 
clarifying the history of the survival security system of the people of Osaka's Sumiyoshi district. 
 
